
令和３年第４回 

海老名市農業委員会定例総会議事録 

                 日  時    令和３年４月２６日

                           １３時３０分～１５時１５分

                 会  場    海老名市役所議員全員協議会室
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令和３年第４回海老名市農業委員会定例総会

 令和３年４月２６日「令和３年第４回海老名市農業委員会定例総会」を議員全員協議会

室に招集した。招集委員は１４名、応召委員は１３名で次のとおりである。 

2番 深澤 伸治     3番 清水 澄雄    4番 松島 淳一    5番 小島 富士男 

 6番 波多野 寛   7番 市川 和美     8番 竹内 章人   9番 新戸 和夫   

10番 守屋 福夫  11番 宮䑓 功    12番 金指 満    13番 二見 務   

14番 大矢 美知子 

 また、出席した農地利用最適化推進委員は６名で次のとおりである。

15番 井上 勝  16番 鈴木 信一  17番 尾上 富夫  18番 小松 佐一 

19番 猪熊 克行 20番 齋藤 孝一

事務局の出席は次のとおりである。

 事務局長 中山 康一、主幹兼係長 草薙 砂織、主査 加藤 友彦 

会議事項は次のとおりである。

 日程第１ 議案第24号 農地法第３条の規定による許可申請について 

 日程第２ 議案第25号 農地法第４条の規定による許可申請について 

 日程第３ 議案第26号 農地法第５条の規定による許可申請について 

日程第４ 議案第27号 引き続き農業を行っている旨の証明について 

日程第５ 議案第28号 農用地利用集積計画（案）について 

日程第６ 議案第29号 農業委員会会長の辞任につき同意を求めることについて 

審議事項は次のとおりである。

  (１) 農地造成工事施工届出書について 

  (２) 農地の使用貸借権の解約について 

  (３) 農地転用届出による専決処分について 
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【事務局長】 本日も、１番委員（会長）が欠席でございます。会議の議長は会長職務代

理者にお願いします。それでは、本日の開会に当たりまして、２番委員から

ご挨拶をお願いいたします。

会長職務代理者が開会を宣言した。（開会の時間： 午後１時３０分） 

【議  長】 ただいまの出席委員は、１３名でございます。農地利用最適化推進委員６

名が出席していただいております。定足数に達しておりますので、会議は成

立いたしました。 

次に、農業委員会会議規則第１３条第２項により議事録署名委員を指名さ

せていただきますが、ご異議ございませんか。 

       （「異議なし」の声あり） 

【議  長】 ご異議なしということでございますので、３番委員、４番委員を指名さ 

せていただきます。 

それでは、議案書３ページ、４ページ、４．報告事項の（１）活動状況に

ついて、（２）農地の異動状況について、事務局から説明をお願いいたしま

す。 

【事務局長】  （先月の活動状況、農地の異動状況、県許可の状況を報告した） 

【議  長】 報告事項が終了いたしました。 

ただいまの報告につきまして、何かご質問等がありましたらお伺いいたし

ます。ございませんか。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】 ないようでしたら、この程度にさせていただきます。  

【議  長】 議案書５ページ、５．付議事項、日程第１、議案第２４号 農地法第３条

の規定による許可申請についてを議題といたします。 

 受付番号８について、事務局から提案説明をお願いいたします。 

【主  査】  受付番号８、申請地は、社家字■■■■■■、台帳地目、田、現況地

目、田、■■■平米、譲受人は、社家■■■■■■■、■■■■、譲渡人

は、社家■■■■■■、■■■■■、権利の種類は、所有権の移転、目的

は、経営規模拡大です。現地の案内図及び写真につきましては、資料１で

ございます。 
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【議  長】  地区委員の意見をお伺いいたします。 

【18番委員】  譲受人の■■■■さん、家族とともに、農機具販売の傍ら、農業に従

事しております。今回の経営規模拡大によります新たな農地の所有に対し

ては、特に問題ありません。 

【議  長】  それでは、事務局から詳細説明をお願いいたします。 

【主  査】  ■■さんの農家世帯としての状況は、■■■■さん、妻の■■さん、

息子さんの■■さんの３人が農業従事者だそうです。経営主は、令和３年

の農家台帳では、■■さんになっております。農業への従事状況に関して

ですが、■■さんの農業経験年数は４１年、農業従事日数は９０日、奥様

の農業経験年数は３８年で、従事日数が１８０日、息子さんの■■さんの

農業経験年数は８年、農業従事日数は６０日だそうです。■■さん世帯の

現在の農業経営面積は、自作地は田が■■■■■平米、畑が■■■平米、

合計、■■■■■平米で、下限面積であります３０アールを超えておりま

す。機械につきましては、トラクター２台、耕運機１台、田植機１台、コ

ンバイン１台等を所有しております。また、取決めに従い、支障が出ない

よう耕作する旨、申請書に記載がございますし、機械の面、労働力の面、

技術の面を見ましても、譲受人として特に問題ないと思われます。そのほ

か、許可をすることができない場合が定められている農地法第３条第２項

各号に該当する項目はございません。この件に関しまして、特に問題ない

と思われます。 

【議  長】  ただいま傍聴人が来られましたので、これを許可することにご異議ご

ざいませんでしょうか。 

       （「異議なし」の声あり） 

【議  長】  それでは、暫時休憩といたします。 

          （休 憩） 

【議  長】  それでは、再開いたします。 

 現地調査班の意見をお伺いいたします。14番委員。 

【14番委員】  ２３日の金曜日に現地調査に行ってまいりました。農地は適正に管理

されておりまして、問題ないと思います。 

【議  長】  それでは、受付番号８について、質疑のある方。 



 4

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、意見のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、受付番号８について、採決をさせていただきま

す。 

 賛成の方の挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手全員であります。よって、許可相当とさせていただきます。 

 続きまして、受付番号９について、事務局から提案説明をお願いいたし

ます。 

【主  査】  受付番号９、申請地は、本郷字■■■■■■■■■、登記簿地目が

畑、現況地目が畑、■■■平米です。譲受人は、本郷■■■■■■、学校

法人■■■■、理事長■■■■、譲渡人は、本郷■■■■■■■■、■■

■■、権利の種類は、所有権の移転、目的は、実習用農地です。現地の案

内図及び写真は、資料２にございます。 

【議  長】  地区委員の意見をお伺いいたします。19番委員。 

【19番委員】  本件の譲受人の学校法人■■■■といいますのは、■■■■■■とい

う幼稚園を経営しています。この■■■幼稚園と譲渡人の■■さんの間で

は、従来から賃貸借の関係にありまして、幼稚園として継続してこの土地

を使用してきました。本人の意向が、最近譲渡するということでまとまっ

たために、３条申請をするものでございます。土地の使用管理ですけれど

も、今までの賃貸借中も、園児の父親等が大勢熱心にサツマイモとかジャ

ガイモの栽培をして、これを園児が収穫体験とかする中で使ってきたもの

でございます。所有権の移転後も同様にする予定でありまして、幼稚園と

しては、農具のほか、昨年、トラクターも１台買い入れたりしておりまし

て、実習用の農地として管理しているのは十分に問題がないと思います。

また、従来から管理体制が適正に行われていまして、周辺の農地からもク

レームが出たことはございませんので、本件については問題ないものと考

えます。 

【議  長】  それでは、事務局から詳細説明をお願いいたします。 
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【主  査】  今、19番委員がかなり詳しく説明いただきましたので、重複するとこ

ろはあるのですが、■■■幼稚園さんを経営されている■■■■からの申

請ということになっております。食育の一環として農地を購入しまして、

児童と保護者とともに農業体験を通して学習していくことを目的として申

請されました。先ほど委員もおっしゃられていたとおり、トラクター等を

理事長さんの■■さんが所有しておるということで、今回の学校法人が農

地を取得することにつきましては、農地法施行令の第２条第１項によりま

して、教育、医療または社会福祉事業を目的とした法人が業務に必要な施

設の用に供すると認められる場合は例外的に許可できるということになっ

ております。これについては、幼稚園についても、この法人に含まれてお

りまして、農地面積につきましても、特に課題と思われる面積でもなく、

本申請につきましては、代理人を通しまして、先ほどおっしゃられたとお

り、１年を通してジャガイモやサツマイモを栽培する計画で、農地として

適正に使用して管理していきますというような話もございましたので、譲

受人としまして特段問題ないと思われます。 

【議  長】  それでは、現地調査班の意見をお伺いいたします。14番委員。 

【14番委員】  ２３日の現地調査では、現地は草一つ生えていなく、適正にきちっと

管理されていると思います。問題ないと思います。 

【議  長】  それでは、受付番号９について、質疑のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、意見のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、受付番号９について、採決をさせていただきま

す。 

 賛成の方の挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手全員であります。よって、許可相当とさせていただきます。 

 次に、議案書６ページ、日程第２、議案第２５号 農地法第４条の規定

による許可申請についてを議題といたします。 

 受付番号１について、事務局から提案説明をお願いいたします。 
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【主  査】  受付番号１、申請地は、上今泉■■■■■■■■■、登記簿地目、

畑、■■■平米のうち■■■■■■平米の■筆でございます。転用者は、

柏ケ谷■■■■■■■、■■■■■■■■■■■■■■■、■■■■、も

う■方が、柏ケ谷■■■■■■■、■■■■■■■■■■■■■■■、■

■■■、転用の目的は、自己住宅になります。現地の案内図につきまして

は、資料３－１から資料３－６をご覧ください。資料は、案内図のほか

に、現地の写真、土地利用計画図、建物の平面図、立面図をお配りしてお

ります。 

【議  長】  地区委員の意見を伺います。15番委員。 

【15番委員】  この案件は、先月、議案に提出されたものですが、同じような説明に

なってしまいますが、建築請負会社の■■■さんから説明を受けました。

各所にいろいろ話を聞いたのですけれども、全体の面積の■■■平米のう

ち■■■平米を今回の住宅に使うと。残りについては農地として残すとい

うことであります。先月お話ししましたけれども、まだまちづくり条例の

協定の回答ができていないということで、今月に継続審議になった案件で

あります。 

【議  長】  それでは、事務局から詳細説明をお願いいたします。 

【主  査】  この申請につきましては、３月の総会で、市のまちづくり条例の締結

に至っていないため、継続審議となったものでございます。その段階か

ら、事務局としましては、代理人に締結に向けて速やかに進めるようお願

いしていたところでございますが、いまだ締結に至っていない状況です。

そのような状況ですので、前回同様、他法令の許認可等の処分の見込みが

ない場合は、農地転用の確実性がないとの判断になるため、事務局としま

しては、今回につきましては、当事者側の落ち度で、ふた月連続で継続審

議とはできないので、本日は審議しないこととし、来月再度ご審議いただ

きたいと考えております。 

【議  長】  そうすると、許可申請に関しては農業委員会側に落ち度はないと、で

すから、本日を含め、継続審議は行わず、今後、申請側の対応いかんで審

議するかどうか改めて検討することが適正と考えますが、質疑、意見のあ

る方はどうぞ。 
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         （「なし」の声あり） 

【議  長】  それでは、受付番号１について、継続審議をしないことに賛成の方の

挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手全員であります。よって、そのようにさせていただきます。 

 次に、議案書７ページ、日程第３、議案第２６号 農地法第５条の規定

による許可申請についてを議題といたします。 

 受付番号４ですが、18番委員が関係人として、農業委員会等に関する

法律第３１条の議事参与の制限に該当しますので、受付番号４の審議終了

まで退席をお願いいたします。 

 暫時休憩といたします。 

          （休 憩） 

（18番委員退席） 

【議  長】  それでは、再開いたします。 

 受付番号４について、事務局から提案説明をお願いいたします。 

【主  査】  受付番号４、申請地は、社家字■■■■■■■、登記簿地目、田、■

■■平米、ほか■■筆、議案書のとおりでございます。こちら、合計で■

■■■■■■平米でございます。現況は、市街化調整区域内の田になりま

す。転用者は、大阪市中央区城見■■■■■■■■、■■■■■■■■■

■■■、代表取締役■■■■、譲渡人は、社家■■■■■■、■■■■、

ほか■■名、議案書のとおりでございます。転用の目的は、特定流通業務

施設、権利の種類は、所有権の移転になります。現地の案内図につきまし

ては、資料４－１をご覧ください。資料につきましては、案内図のほか

に、現地の写真、造成計画図の平面図や断面図、雨水汚水の排水計画図、

４－６以降は建物図面となっております。 

【議  長】  地区委員の退席中ですので、引き続き事務局から詳細説明をお願いい

たします。 

【主  査】  今回の申請でございますが、運送業を行っている■■■■■■■■株

式会社が新規の事業拠点とする物流倉庫を建築するために農地転用したい

という旨の申請になります。■■■■■■■■株式会社は、新規事業拠点
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を設けるために候補地を探して、当該申請地の地権者との合意が得られた

ため、申請に至ったそうです。この申請地に新たな物流倉庫を設けること

で、高速道路へのアクセスもよいということから、関西や東北方面への輸

送が非常に効率的に行え、輸送工程に要する時間も大幅に削減できるとい

うことだそうです。新しく事業ができる場所をほかにも探していたそうで

すが、計画している規模が大きく、所要面積が他法令、条例等の兼ね合い

を考えますと、地域が限定され、また、筆数も多いことから、全ての地権

者との合意がなかなか得られなかったそうでございますが、最終的に当該

申請地で合意が得られたために申請に至ったということでございます。 

 それでは、資料４－１をご覧いただければと思います。資料４－１の左

下に農地の立地基準が記載されておりますが、こちらの申請地の立地基準

は、第１種農地になります。これは、おおむね１０ヘクタール以上の規模

の一団の農地の区域内にあることから判断ができます。通常、第１種農地

につきましては、農地転用が原則不許可となっている立地区分になります

が、ご存じかと思いますが、この案件につきましては、流通業務の総合化

及び効率化の促進に関する法律、いわゆる物効法の認可を受けた特定流通

業務施設となりまして、不許可の例外に該当することから、申請を受け付

けております。 

 続きまして、資料４－２と４－３、４－４の平面図と断面図をご覧くだ

さい。こちらの図面につきましては、上が北を示しております。申請地を

最大で７０センチほど盛土しまして、周囲の道路とほぼ同じ高さとして、

建物の基礎となる部分など、場所によっては切土をして転圧し、建築面積

が■■■■■■■■■■平米の物流倉庫を建築する計画になっておりま

す。東西南北が水路を挟んで道路と隣接しておりまして、布基礎はブロッ

クで土留めを施工して、その上に１メートル２０センチのフェンスを設置

する計画になっております。敷地内は、建物のほかの部分は耐圧のアスフ

ァルト舗装による車両通行スペースや車両スペース、また、緑地帯を設け

る計画となっております。 

 申請地への出入りなのですが、こちらが西側の県道側につきましては、

大型車両と歩行者用の出入口を２か所設置しまして、その出入口部分につ
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きましては、既存の水路をボックスカルバートへ付け替えるという計画に

なっております。その他の周囲の水路には手を加えず、そのまま生かす計

画となっております。また、北側にも出入口を設ける計画となっています

が、そちらは４トン未満の車両を対象にしたものとなります。 

 続きまして、雨水及び汚水の排水計画についてでございます。こちらも

資料４－５に記載がされております。雨水につきましては、敷地内の周囲

を囲む形で集水ますや側溝が設けられまして、集水ますから２か所の雨水

貯留槽に雨水をためまして、流量を調整しながら、西側の排水路へ接続す

る計画となっております。汚水に関しましては、高度処理型合併浄化槽に

流れた後、汚水の浸透施設による敷地内浸透処理がされる計画となってお

ります。周囲の水路につきましては、排水機能を損なわないよう、そのま

ま生かす計画となっておりまして、申請地内に存在します水路からの取入

れ口や排水口につきましては閉塞する計画となっております。 

 そのほか、他法令との調整についてですが、今回、農地転用の許可のほ

かに、先ほど申し上げました物流効率化法と呼ばれる法律、こちらが正式

名称が、流通業務の総合化及び効率化の促進に関する法律という法律の認

定ですとか、あとは神奈川県の条例であります土地利用調整条例、または

都市計画法を根拠とします開発の許可ですね、こちらの３つの法令の調整

が必要になる事業になります。これらは全て協議は終了しております。 

 あとは、資料４－６から４－８に関しましては、建物に関する図面でご

ざいます。こちらは参考でお配りさせていただいております。 

 あと、18番委員からも、特に問題はございませんので、ご審議をよろし

くお願いいたしますということで話をいただいております。 

 以上のことから、転用が不確実とされる要因は確認できませんで、隣接

する農地、周囲の土地への被害防除策も図られていることから、転用やむ

なしと思われます。 

【議  長】  それでは、現地調査班の意見をお伺いいたします。14番委員。 

【14番委員】  現地は広範囲にわたっておりますが、農地として適正に管理されてお

りました。問題ないと思います。 

【議  長】  ありがとうございます。 
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 それでは、受付番号４について、質疑のある方。 

【11番委員】  特に隣接のところは物効法に基づく倉庫が林立していますけれども、

北側には既にできているもの、南側にも既に始まっているものということ

で、その間のところだと思いますが、特にここの図面上で北側の道路です

ね、今まで横須賀水道道という、学校の通学路になっている道でもあると

思いますが、この道はセットバックか何かされるんですか。今回の開発

で。それと併せて、東側の道路も結構頻繁に使われている道路だと思いま

すが、これも路肩や何かが不備のような状況の道路になっていますから、

その辺のところの指導はどのような格好になっていますか。 

【主  査】  少し見にくいのですが、図面の４－２を見ていただきますと、北側の

道路につきましては、帰属道路ということで、セットバックをしている計

画になります。面積として■■■■■■平米帰属するということで、同時

に工事を行って、道路として整備して、市に帰属する計画になってござい

ます。 

 資料４－６の図面で、道路部分が斜線になっているところ、こちらのほ

うが、分かりやすいかもしれません。 

【11番委員】  横須賀水道道が、南側が歩道になっていて、北側のほうが車道になっ

ているという、そういう区分になっていますね。利用上ね。そうすると、

歩道が今度広くなって利用できるようになるという形ですね。北側につい

てはね。分かりました。東側のほうも路肩の部分が非常に雑草や何かが生

えて十分な整備された道路にはなっていないのですが、その辺のところの

整備の考えはどうですか。 

【議  長】  暫時休憩といたします。 

          （休 憩） 

【議  長】  再開いたします。事務局、お願いいたします。 

【主  査】  資料４－３ですね、①－①、もしくは②－②の断面図を見ていただく

と、一番右側のほうなのですけれども、既存の水路がございまして、その

内側が今回の開発区域ということになっておりまして、特段道路に関しま

しては、道路のセットバック部分とかというのはございませんで、道路に

関しましては水路までは現況のまま使用されるという計画になっておりま
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す。 

【11番委員】  図面上で、現状の形がないから、よく分かりにくいのですけれども、

その前の図面の４－２の平面図を見ていただくと、右側の市道５１４号

線、これで道路の真ん中が舗装されていて、のりがあって、そこに今非常

に雑草が生えているんです。のりがあって、その下にＵ字溝があるのです

ね。この整備の４－３の計画を見ると、まさに道路とＵ字溝がくっつい

て、あたかも整備されるかのごとくに書かれているのですが、現況は真ん

中が舗装してあって、それからのりがあって、その下にＵ字溝があるので

すね。ですから、ちょっとその辺はよく確認をされたほうがいいかなと思

うんですが。特に水路ですから、高さの関係があるでしょうからね。その

辺も併せてどのような形にするのか。今のままだと、この計画図の４－３

の②－②の断面ですが、このような形には多分ならないと思うんですよ。 

【議  長】  事務局、いかがですか。 

【主  査】  図面としましては、最終的な図面となっておりまして、まちづくり条

例のほうで地元の方との調整も済んでいるということにはなっておるので

すが、こちらのほうで、もう一度業者のほうには、この部分について再度

別途確認させていただくようにさせていただきます。 

【議  長】  11番委員、よろしいでしょうか。 

【11番委員】  はい。 

【議  長】  それでは、ほかに質疑のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、意見のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、受付番号４について、採決をさせていただきま

す。 

 賛成の方の挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手全員であります。よって、許可相当とさせていただきます。 

 暫時休憩といたします。 

          （休 憩） 
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【議  長】  それでは、再開いたします。 

 議案書９ページ、受付番号５について、事務局から提案説明をお願いい

たします。 

【主  査】  受付番号５、申請地は、門沢橋■■■■■■■■、登記簿地目、田、

■■平米、ほか■筆、議案書のとおりでございます。転用者は、藤沢市鵠

沼松が岡■■■■■■■■、■■■■、譲渡人は、門沢橋■■■■■■■

■■、■■■■、転用の目的は、資材置場、権利の種類は、所有権の移転

でございます。現地の案内図につきましては、資料５－１をご覧くださ

い。資料は、案内図のほかに、現地の写真、５－２には土地利用計画図を

お配りしております。 

 こちらの申請につきましては、市のまちづくり条例の協議が必要となり

まして、締結していることが原則でございますが、担当課に先週金曜日に

確認したところ、協議途中であり、締結には至っていないとの回答があり

ました。農地法第４条第６項第３号の規定によりますと、申請に係る用途

に供することが確実と見られない場合は許可できないとされておりまし

て、また、農地法施行規則第４７条第１項第２号の規定では、他法令の許

認可等の処分の見込みがない場合は農地転用の確実性がないとされている

ため、事務局としましては、今回については、転用の確実性を求めている

一般基準を満たしていないため、継続審議とさせていただきまして、まち

づくり条例の協議締結が見込まれる来月に再度ご審議いただきたいと考え

ております。 

【議  長】  それでは、暫時休憩といたします。 

          （休 憩） 

【議  長】  それでは、再開いたします。 

【主  査】  改めまして、今月に関しては、審議のほうはしないという形でお願い

できればと思います。よろしくお願いします。 

【議  長】  そうすると、この許可申請については、本日は審議を行わず、今後の

申請者側の対応いかんで審議をするかどうか、あらかじめ検討することが

適当と考えますが、質疑、意見のある方はどうぞ。 

         （「なし」の声あり） 
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【議  長】  それでは、受付番号５については、本日は審議しないことに賛成の方

の挙手を求めます。 

【13番委員】  確かに継続審議は分かるのですけれども、■■の線下じゃないです

か。線下というのは農転をかけられて、それで建物を建てなければ別に構

わない。許認可は取れるんですか。 

【主  査】  ■■のほうの同意書も添付がございまして、いわゆる資材置場とか、

駐車場に関しては特段問題ないということになっております。 

【13番委員】  線下の補償料はもらっているんですかね。 

【主  査】  そこまでは私も確認していないのですが、■■の■■■■■■■か

ら、今回転用する関係についての同意書というのは取っているので、そこ

はクリアされていると判断しているところでございます。 

【13番委員】  建物を建てない限りは、転用の、これは資材置場ですけれども、そう

いうような許認可というのは取れるんですか。 

【主  査】  そうですね。 

【事務局長】  私のほうから別の点で補足をさせていただきたいのですが、先ほどか

ら、４条の件も含めてなのですけれども、継続審議と、本日は審議しない

という言葉が複雑になってしまいまして大変恐縮なんですが、本日、今ま

で出ている２件につきましては、条件が整っておりませんので、整ったら

審議するという意味で、本日は審議しない、整うまで審議しないというふ

うな理解でいていただければと思います。申し訳ございません。 

【議  長】  ほかに質疑、意見のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  それでは、受付番号５について、本日は審議しないことに賛成の方の

挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手全員であります。よって、そのようにさせていただきます。 

 続きまして、受付番号６について、事務局から提案説明をお願いいたし

ます。 

【主  査】  受付番号６、申請地は、上今泉字■■■■■■■■、登記簿地目、

田、■■■■■平米、ほか■筆、議案書のとおりでございます。転用者
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は、平塚市西真土■■■■■■■■、株式会社■■■■、代表取締役■■

■■■、譲渡人は、上今泉■■■■■■■■■、■■■、転用の目的は、

駐車場、権利の種類は、所有権の移転でございます。現地の案内図につき

ましては、資料６－１から資料６－４をご覧ください。資料につきまして

は、案内図のほかに、現地の写真、土地利用計画図、排水計画図、断面図

等をお配りしております。 

 こちらの申請につきましても、市のまちづくり条例の協議が必要となり

まして、締結していることが原則でございますが、担当課に同様に先週金

曜日に確認したところ、協議途中でありまして、締結には至っていないと

の回答がございました。農地法第４条第６項第３号の規定によりますと、

申請に係る用途に供することが確実と見られない場合は許可できないとさ

れておりまして、また、農地法施行規則第４７条第１項第２号の規定で

は、他法令の許認可等の処分の見込みがない場合は農地転用の確実性がな

いとされているため、事務局としましては、今月につきましては、転用の

確実性を求めている一般基準を満たしていないため、審議しないというこ

ととしたいと思います。 

【議  長】  そうすると、この許可申請に関しては、本日は審議を行わず、今後の

申請側の対応いかんで審議をしてはどうかと改めて検討することが適当と

考えますが、質疑、意見のある方はどうぞ。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  それでは、受付番号６について、本日は審議しないことに賛成の方の

挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手全員であります。よって、そのようにさせていただきます。 

 続きまして、受付番号７について、事務局から提案説明をお願いいたし

ます。 

【主  査】  受付番号７、申請地は、中新田■■■■■■■、登記簿地目、田、■

■■平米のうち■■■■■■平米でございます。転用者は、河原口■■■

■■■■■■■■■■、■■■■、譲渡人は、中新田■■■■■■■■、

■■■■、転用の目的は、自己住宅、権利の種類は、使用貸借権の設定に
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なります。現地の案内図につきましては、資料７－１から７－６をご覧く

ださい。資料は、案内図のほかに、現地の写真、土地利用計画図、建物図

面をお配りしております。 

【議  長】  地区委員の意見をお伺いいたします。６番委員。 

【６番委員】  ４月１０日に■■■■さんが来られまして、当該地に息子さんの家を

建てたいということでございます。場所は、海老名こども支援センターの

道路を隔てた南側です。東側は中央排水路が通って、西側は田んぼになっ

ております。この田んぼの地主は■■■、■■さんなのですけれども、耕

作者は、申請者であります■■■■さんが耕作しているということで、こ

こに写真がありますように、図面とか、写真を見る限り、田んぼや周囲に

与える影響は特にないというふうに考えられます。 

【議  長】  それでは、事務局から詳細説明をお願いいたします。 

【主  査】  それでは、詳細説明させていただきます。 

 こちらは、■■■■さんが、譲渡人であるお父様の■■■■さんの所有

農地に農家分家住宅を建築するという申請になります。■■■■さん世帯

は、現在、賃貸アパートに住んでいますが、家族も増え、手狭となってき

たので、実家により近く、農作業を手伝う上でも適したこの場所に自己住

宅を建てたいと申請に至りました。 

 資料７－１の左下の農地区分をご覧ください。今回の申請地ですが、立

地基準につきましては、第２種農地になります。これは、市役所からおお

むね５００メートル以内の区域にある農地といったところで、２種として

判断ができます。 

 続きまして、資料７－２の土地利用計画図をご覧ください。図は、上側

が北を指しております。畑の一部を使いまして、北側道路面より約１０セ

ンチ程度高くして、自己住宅敷地として、道路後退部分も含め整備すると

いう計画になっております。建物につきましては、資料７－４から６を御

覧いただければと思います。申請地の周囲につきましては、西側の農地と

の境界部分には既存のコンクリートブロック３段積みがございまして、そ

の他については現状のまま使用されるということです。雨水につきまして

は、敷地内南側に雨水浸透施設を設置しまして、宅地内浸透処理としまし



16

て、下水道につきましては、北側道路の公共下水道に接続する計画となっ

ております。以上、隣地同意もございまして、転用が不確実とされる要因

も確認できませんで、周囲の土地への被害防除策も図られていることか

ら、転用やむなしと思われます。 

【議  長】  それでは、現地調査班の意見をお伺いいたします。14番委員。 

【14番委員】  こちらも農地として適正に管理されておりました。問題ないと思いま

す。 

【議  長】  それでは、受付番号７について、質疑のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、意見のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、受付番号７について、採決をさせていただきま

す。 

 賛成の方の挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手全員であります。よって、許可相当とさせていただきます。 

 次に、議案書１０ページ、日程第４、議案第２７号 引き続き農業を行

っている旨の証明についてを議題といたします。 

 受付番号１０ですが、18番委員が関係人として、農業委員会等に関する

法律第３１条の議事参与の制限に該当しますので、受付番号１０の審議終

了まで退席をお願いいたします。 

 暫時休憩といたします。 

          （休 憩） 

（18番委員退席） 

【議  長】  それでは、再開いたします。 

 受付番号１０について、事務局から提案説明をお願いいたします。 

【主幹兼係長】 この証明は、農地の相続税納税猶予制度を受けている方が、３年ごと

に引き続きこの特例を受けたい旨の継続届出書を税務署へ提出する際に必

要なものでございます。過去３年間において相続税の納税猶予を受けてい

る農地を農地として管理してきたかということを農業委員会が証明するも
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のでございます。 

 議案書の１０ページです。受付番号１０、被相続人は、社家■■■■■

■、■■■■、相続人は、社家■■■■■■、■■■■、引き続き農業を

行っている期間は、平成３０年４月２６日から令和３年４月２６日までで

す。特例農地等の明細ですが、社家字■■■■■■■、現況地目、田、登

記簿地目、田、農業振興地域内、■■■平米のほか、■筆、合計、■■■

■■平米、議案書のとおりでございます。事務局のほうで４月１３日に現

地調査をしたところ、農地として適正に管理されていましたので、特に問

題はないと思われます。 

【議  長】  それでは、受付番号１０について、質疑のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、意見のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、受付番号１０について、採決をさせていただきま

す。 

 賛成の方の挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手多数であります。よって、承認とさせていただきます。 

 暫時休憩といたします。 

          （休 憩） 

【議  長】  それでは、再開いたします。 

 議案書１１ページ、受付番号１１について、事務局から提案説明をお願

いいたします 

【主幹兼係長】  受付番号１１、被相続人は、綾瀬市小園■■■■■、■■■、相続

人は、綾瀬市小園■■■■■、■■■■■、引き続き農業を行っている期

間は、平成３０年４月２６日から令和３年４月２６日までです。特例農地

等の明細ですが、社家字■■■■■■、現況地目、田、登記簿地目、田、

農業振興地域内、■■■平米のほか■筆、合計、■■■■■平米、議案書

のとおりでございます。こちらも事務局のほうで４月１３日に現地調査を

したところ、農地として適正に管理されていましたので、特に問題はない
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と思われます。 

【議  長】  それでは、受付番号１１について、質疑のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、意見のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  質疑、意見もないようですので、受付番号１１について、採決をさせ

ていただきます。 

 賛成の方の挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手多数であります。よって、承認とさせていただきます。 

 次に、議案書１２ページ、日程第５、議案第２８号 農用地利用集積計

画（案）について「貸し借り」を議題といたします。 

 受付番号１１と１２については、継続の案件ですので、事務局から一括

して提案説明をお願いいたします。 

【主幹兼係長】  農業経営基盤強化促進法に基づく農地の貸し借りについて、当事者

より申出がありましたので、農用地利用集積計画（案）を上程いたしま

す。この審議を経て、海老名市に対し計画（案）を送付し、農用地利用集

積計画を定めるよう要請します。海老名市は、それに基づき、農用地利用

集積計画を作成し、その公告があったときに権利の設定の効果が生じま

す。海老名市では、この貸し借りの期間につきまして、便宜上、全ての終

期を１２月末としています。 

 それでは、提案説明をいたします。 

 受付番号１１、借り手は、門沢橋■■■■■■■■、■■■■、貸し手

は、本郷■■■■■■、■■■■、貸し借りする農地は、本郷字■■■■

■■■、現況地目、畑、■■■平米、ほか■筆です。貸し借りの種類は、

使用貸借権の設定、利用目的は、普通畑、貸し借りの期間は、令和３年５

月１日から令和５年１２月３１日までの３年間です。農業振興地域内２件

の継続の計画です。この案件につきまして、４月１２日に事務局で現地調

査をしたところ、現地は農地として管理されていました。また、借り手は

農家で、農用地利用集積計画の法定要件が定められている農業経営基盤強
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化促進法第１８条第３項の各要件を満たしており、特に問題ないと思われ

ます。 

 続きまして、受付番号１２番、借り手は、門沢橋■■■■■■■■、■

■■■、貸し手は、本郷■■■■■■■、■■■■、貸し借りする農地

は、本郷字■■■■■■■■、現況地目、畑、■■■平米、ほか■筆で

す。貸し借りの種類は、賃借権の設定、利用目的は、普通畑、貸し借りの

期間は、令和３年５月１日から令和５年１２月３１日までの３年間です。

農業振興地域内３件の継続の計画です。この案件につきまして、４月１３

日に事務局で現地確認をしたところ、現地は農地として管理されていまし

た。また、借り手は農家で、農用地利用集積計画の法定要件が定められて

いる農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしており、特

に問題ないと思われます。 

【議  長】  それでは、受付番号１１と１２について、一括して質疑をお受けいた

します。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、一括で、意見のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、個別に採決させていただきます。 

 初めに、受付番号１１について、賛成の方の挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手多数であります。よって、承認とさせていただきます。 

 続きまして、受付番号１２について、賛成の方の挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手多数であります。よって、承認とさせていただきます。 

 続きまして、受付番号１３について、事務局から提案説明をお願いいた

します。 

【主幹兼係長】  受付番号１３、借り手は、中野■■■■■■■■■、■■■■■、

貸し手は、中河内■■■■■■、■■■■、貸し借りする農地は、中河内

■■■■■■■■、現況地目、畑、■■■平米、ほか■筆です。貸し借り

の種類は、使用貸借権の設定、利用目的は、普通畑、貸し借りの期間は、
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令和３年５月１日から令和３年１２月３１日までの１年間です。農業振興

地域内２件の畑で、いずれも新規の計画です。この案件につきまして、４

月１３日に事務局で現地調査をしたところ、現地は農地として管理されて

いました。また、借り手は農家で、農用地利用集積計画の法定要件が定め

られている農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしてお

り、特に問題ないと思われます。 

【議  長】  それでは、受付番号１３について、質疑のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、意見のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  質疑、意見もないようでございますで、採決をさせていただきます。 

 受付番号１３について、賛成の方の挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手多数であります。よって、承認とさせていただきます。 

 続きまして、受付番号１４について、事務局から提案説明をお願いいた

します。 

【主幹兼係長】  受付番号１４、借り手は、門沢橋■■■■■■■■、■■■■、貸

し手は、杉久保北■■■■■■■■■■■、■■■■、貸し借りする農地

は、本郷字■■■■■■■■■、現況地目、畑、■■■平米、■筆です。

貸し借りの種類は、賃借権の設定、利用目的は、普通畑、貸し借りの期間

は、令和３年５月１日から令和３年１２月３１日までの１年間、農業振興

地域内１件の新規の計画です。この案件につきまして、４月１３日に事務

局で現地確認をしたところ、現地は農地として管理されていました。ま

た、借り手は農家で、農用地利用集積計画の法定要件が定められている農

業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしており、特に問題

ないと思われます。 

【議  長】  それでは、受付番号１４について、質疑のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、意見のある方。 

         （「なし」の声あり） 
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【議  長】  質疑、意見もないようですので、採決をさせていただきます。 

 受付番号１４について、賛成の方の挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手多数であります。よって、承認とさせていただきます。 

 続きまして、議案書１３ページ、受付番号１５について、事務局から提

案説明をお願いいたします。 

【主幹兼係長】  受付番号１５、借り手は、大谷南■■■■■■■、■■■■、貸し

手は、大谷北■■■■■■■■、■■■■、貸し借りする農地は、大谷字

■■■■■■、現況地目、田、■■■平米、ほか■筆です。貸し借りの種

類は、使用貸借権の設定、利用目的は、水田、貸し借りの期間は、令和３

年５月１日から令和７年１２月３１日までの５年間です。農業振興地域内

２件の新規の計画です。この案件につきまして、４月１３日に事務局で現

地確認をしたところ、現地は農地として管理されていました。また、借り

手は認定農業者で、農用地利用集積計画の法定要件が定められている農業

経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしており、特に問題な

いと思われます。 

【議  長】  それでは、受付番号１５について、質疑のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、意見のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  質疑、意見もないようですので、採決をさせていただきます。 

 受付番号１５について、賛成の方の挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手多数であります。よって、承認とさせていただきます。 

 続きまして、受付番号１６について、事務局から提案説明をお願いいた

します。 

【主幹兼係長】  受付番号１６、借り手は、杉久保北■■■■■■■、株式会社■■

■■■■■■、代表取締役■■■■、貸し手は、本郷■■■■■■■■、

■■■、貸し借りする農地は、本郷字■■■■■■■■■、現況地目、

畑、■■■■■平米、ほか■筆です。貸し借りの種類は、賃借権の設定、



22

利用目的は、普通畑、貸し借りの期間は、令和３年５月１日から令和７年

１２月３１日までの５年間、農業振興地域内７件の新規の計画です。この

案件につきまして、４月１３日に事務局で現地確認をしたところ、現地は

農地として管理されていました。また、借り手は認定農業者で、農用地利

用集積計画の法定要件が定められている農業経営基盤強化促進法第１８条

第３項の各要件を満たしており、特に問題ないと思われます。 

【議  長】  それでは、受付番号１６について、質疑のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、意見のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  質疑、意見もないようですので、採決をさせていただきます。 

 受付番号１６について、賛成の方の挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手全員であります。よって、承認とさせていただきます。 

 続きまして、受付番号１７について、事務局から提案説明をよろしくお

願いします。 

【主幹兼係長】  受付番号１７、借り手は、下今泉■■■■■■■■■■■■■■■

■■、■■■■、貸し手は、下今泉■■■■■■■■、■■■■、貸し借

りする農地は、下今泉■■■■■■、現況地目、田、■■■平米、ほか■

筆です。貸し借りの種類は、賃借権の設定、利用目的は、水田、貸し借り

の期間は、令和３年５月１日から令和７年１２月３１日までの５年間で

す。農業振興地域内２件の水田で、いずれも新規の計画です。この案件に

つきまして、４月１３日に事務局で現地確認をしたところ、現地は農地と

して管理されていました。また、借り手は農家で、農用地利用集積計画の

法定要件が定められている農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要

件を満たしており、特に問題ないと思われます。 

【議  長】  それでは、受付番号１７について、質疑のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、意見のある方。 

         （「なし」の声あり） 
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【議  長】  ないようですので、採決をさせていただきます。 

 受付番号１７について、賛成の方の挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手全員であります。よって、承認とさせていただきます。 

 次に、議案書１４ページ、日程第６、議案第２９号 農業委員会会長の

辞任につき同意を求めることについてを議題といたします。 

 事務局から提案説明をお願いいたします。 

【事務局長】  それでは、私のほうからご説明いたします。 

 議案書１５ページの参考資料のとおり、今月１日に、１番委員より、海

老名市農業委員会会長を辞任したい旨の願いが提出されております。１番

委員が昨年２月末に体調を崩し、同年３月から定例総会の議長を務めてい

ないこと、今年４月からの会長復帰を目指して療養中であったことについ

て、本日ご出席の皆様はよくご承知と思いますので、詳細な経過について

は省略させていただきます。 

 会長辞任のご決断に至った理由については、先月２９日の定例総会の開

会前にご本人から皆様に直接お話があったとおり、復帰に向け努力を続け

てきたが、議長として求められる正確な議事進行を行うことが難しいとい

うことでございます。農業委員会会長の辞任は、農業委員会等に関する法

律第１３条により、農業委員会の同意議決を要する案件となっておりま

す。本人の意思で辞任することは認められておりますが、意図的に進退が

決されることがないよう、第１３条第２項により、正当な理由があるとき

は農業委員会の同意を得て会長を辞任することができるというふうに定め

られております。要するに、会長の辞任の要件として、辞任について正当

な理由があることと、農業委員会総会出席委員の過半数の同意が必要とい

うことでございます。前者については、これまでの経過及び本人のご決断

内容を考慮すると、辞任の選択もやむなしという状況であると思料いたし

ます。後者については、本日の出席委員の数は１３人ですので、７人以上

の賛成で辞任の同意が得られることになります。なお、１番委員の辞任願

は、４月１日付で辞任したいのでとなっておりますが、同意の審議が本日

２６日であり、仮にこの後、辞任を許可する同意をいただいた場合でござ
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いますが、その旨を会長職務代理者の書面にて１番委員に通知することに

なります。本日の議決結果に応じて発生する通知作業となりますので、そ

の際は、通知文の日付は令和３年４月３０日とし、１番委員の任期はその

日までといたしたいと考えております。 

【議  長】  農業委員会会長の辞任について同意を求めることについて、質疑のあ

る方。 

【20番委員】  今、事務局のほうで説明をされましたけれども、農業委員会の会長に

ついては、農業委員会の互選というようなことがありますので、推進委員

については、この会議については退席を希望いたしますけれども、いかが

でしょうか。 

【議  長】  ただいま20番委員から、推進委員は退席してはどうかというようなご

発言がございました。 

 内容について、質疑、意見のある方はどうぞ。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  質疑、意見もないようですので、推進委員の退席については、そのよ

うに進めることにご異議ございませんでしょうか。 

       （「異議なし」の声あり） 

【議  長】  異議なしということですので、そのように進めさせていただきます。 

 暫時休憩といたします。 

          （休 憩） 

【議  長】  それでは、再開いたします。 

 ほかに質疑のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、意見のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  質疑、意見もないようでございますので、採決をさせていただきま

す。 

 農業委員会会長の辞任につき同意を求めることについて、賛成の方の挙

手を求めます。 

          （挙 手） 
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【議  長】  挙手全員であります。よって、承認とさせていただきます。 

 お諮りいたします。事務局長から説明があったとおり、ただいま承認し

た辞任許可への同意については、書面にて１番委員に通知をいたします

が、その文面については議長に一任ということでよろしいでしょうか。 

       （「異議なし」の声あり） 

【議  長】  異議なしと認めます。よって、そのようにさせていただきます。 

 先ほど議案第２９号が可決され、１番委員（会長）の辞任について、農

業委員会の同意が成立いたしました。よって、後任の会長を選任するた

め、農業委員会会長の選任についてを日程第７に追加いたします。 

 お諮りいたします。海老名市農業委員会規程第２第１項で、会長の選挙

については委員の無記名投票で行い、投票の最多数を得た者が当選人とす

ることとされております。また、第２項で、委員中に異議がないときは、

指名推薦の方法によることができるとされております。そして、第３項で

は、選挙を行う場合において、年長の委員が臨時にその選挙に関する委員

長の職務を行うとなっております。規定に従い、会長の選挙に関する委員

長は、最年長の委員である３番委員にお願いしたいと考えますが、ご異議

ございませんでしょうか。 

       （「異議なし」の声あり） 

【議  長】  異議なしと認めます。よって、そのようにさせていただきます。 

 暫時休憩といたします。 

          （休 憩） 

【３番委員】  それでは、会長の選挙が終わるまでの間、私のほうで委員長を務めさ

せていただきます。 

 先ほど議長から説明があったとおり、会長の選挙については、委員の無

記名投票か指名推選の方法によるとなっております。 

 お諮りいたします。出席委員の皆さん全員にご異議がなければ、会長の

選挙は、投票ではなく、指名推選の方法によりたいと思いますが、いかが

でしょうか。 

 質疑、意見のある方はどうぞ。 

         （「なし」の声あり） 
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【３番委員】  質疑、意見がないようでございますので、採決をさせていただきま

す。 

 会長の選挙を指名推選により行うことに賛成の方の挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【３番委員】  挙手全員であります。よって、今回の会長の選挙は指名推選により行

います。 

 お諮りいたします。初総会の際、会長の候補者として指名される方は選

考委員会で選考を行っておりました。それから２年以上経過し、指名され

る方が会長として適任かどうか、あえて選考委員会を設けずとも、皆さん

十分にお分かりかと考えます。よって、今回は選考委員会を設けず、会長

の候補者を指名する方を定め、その方が指名する委員を会長の当選人と定

めるよう決定したいと思いますが、いかがでしょうか。 

 質疑、意見のある方はどうぞ。 

         （「なし」の声あり） 

【３番委員】  質疑、意見がないようですので、採決をさせていただきます。 

 会長の指名推選については、まず指名者を定め、その方が指名した者を

会長の当選人と決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【３番委員】  挙手全員であります。よって、会長の選挙はそのように行います。 

 お諮りいたします。指名者については、委員長から出席委員のどなたか

にお願いしたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

       （「異議なし」の声あり） 

【３番委員】  異議なしと認めます。 

 それでは、２期目の委員の中で年長である５番委員にお願いしたいと思

いますが、ご異議ございませんか。 

       （「異議なし」の声あり） 

【３番委員】  異議なしと認めます。 

 それでは、５番委員から、会長の候補者を指名してください。 

【５番委員】  私は、２番委員を指名したいと思います。２番委員は、既に１年以

上、１番委員の代わりに議長を務められています。その様子から、会長と
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して皆を引っ張るに十分な技量をお持ちであると確信しております。ま

た、農業者としても精力的に活動されております。２番委員が適任と考え

ます。 

【３番委員】  ただいま５番委員から、会長には２番委員との指名がありました。２

番委員を後任の会長へと当選とすることに賛成の方は拍手で承認をお願い

します。 

          （拍 手） 

【３番委員】  賛成多数と認めます。よって、２番委員を後任の会長に当選といたし

ます。ありがとうございました。 

 皆さんのご協力をもって会長の選挙が無事に終わりましたので、委員長

の職を降り、以降の進行は議長にお返ししたいと思います。ありがとうご

ざいました。 

【議  長】  それでは、再開いたします。 

 ３番委員には、選挙の進行を無事務めていただき、感謝を申し上げま

す。また、皆様には、私ごときを会長の職へご決定を賜り、厚く御礼申し

上げたいと思います。今月はまだ会長職務代理者としての務めが残ってお

りますので、機会を改めてご挨拶を申し上げたいと思います。 

 ただいまの会長選挙の結果、後任の会長職務代理者を選任する必要が生

じましたので、農業委員会会長職務代理者の選任についてを日程第８とし

て追加いたします。会長職務代理者は、海老名市農業委員会規程第３条

で、農業委員のうちから、委員があらかじめ選挙をして定めるとなってお

りますが、選挙の委員長や方法については特に定めがございません。 

 お諮りいたします。初総会の際、会長職務代理者は、投票ではなく、選

考委員会から指名推選で選挙しておりました。出席委員の皆さん全員にご

異議がなければ、今回の選挙は、投票によらず指名推選として、指名推選

の方法は、議長が指名した方を後任の会長職務代理者の当選人とするもの

としたいと考えますが、いかがでしょうか。 

 質疑、意見のある方はどうぞ。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  質疑、意見がないようですので、採決をさせていただきます。 
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 会長職務代理者の選挙は、議長による指名推選で行うことに賛成の方の

挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手全員であります。よって、そのようにさせていただきます。 

 それでは、早速、指名を行います。会長職務代理者の候補として、11番

委員を指名いたします。11番委員は、委員としては１期目ですが、元厚木

市副市長の経験を生かし、定例総会の審議の上でも、我々が足を踏み外さ

ないよう、大所高所から適切に意見を出していただきました。今後、私が

万が一不在にするようなことがあったとしても、後をお願いするのに十分

な技量をお持ちであると確信しております。11番委員が適任と考えますの

で、後任の会長職務代理者へ当選とすることに賛成の方は拍手で承認をお

願いしたいと思います。 

          （拍 手） 

【議  長】  賛成多数と認めます。よって、11番委員は後任の会長職務代理者とし

て当選をいたします。 

 事務局長が発言を求めておりますので、これを許可いたします。 

【事務局長】  恐縮でございます。先ほどご説明したように、１番委員の会長任期

は、令和３年４月３０日までとなりますので、２番委員の職務代理者とし

ての任期も同様となります。よって、再確認となりますけれども、新会長

と新会長職務代理者の任期は５月１日から開始とさせていただきます。 

 以上でございます。 

【議  長】  暫時休憩といたします。 

          （休 憩） 

【議  長】  それでは、会議を再開いたします。 

 選挙により新たな会長と会長職務代理者が決定いたしました。その結

果、５月以降の定例総会の議席に移動が生じましたので、議席番号の変更

についてを日程第９として追加をいたします。 

 事務局から説明をお願いいたします。 

【事務局長】  それでは、私からご説明させていただきます。 

 農業委員の議席については、会議規則第７条において、議席はあらかじ
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めくじで決めるとなっておりますが、これまでは皆さんの同意をいただい

た上で、会長を１番、会長職務代理者を２番とし、農業者が組織する団体

として、園芸協会からの推薦委員を３番、土地改良区からが４番、生産組

合からの推薦の方を行政地区の順序により５番から１３番、一般から公募

の委員を１４番としてきました。よって、改めて皆さんの同意をいただき

まして、くじによらず、この考え方に準じてご決定賜れればと存じます。 

【議  長】  議席はくじによらず決定してきた経過があり、今回も踏襲してはどう

かということです。 

 質疑、意見のある方はお願いをいたします。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、そのようにさせていただきたいと思いますが、ご

異議ございませんでしょうか。 

       （「異議なし」の声あり） 

【議  長】  異議なしと認めます。 

 事務局から、議席番号の案を発表してください。 

【事務局長】  では、私のほうから読み上げをさせていただきます。 

 なお、敬称は略します。 

 議席番号１番、会長、深澤伸治、２番、会長職務代理者、宮䑓功、３

番、園芸協会、清水澄雄、４番、土地改良区、松島淳一、５番、中立委

員、鈴木守、６番、大谷、小島冨士男、７番、中新田、波多野寛、８番、

下今泉、市川和美、９番、柏ケ谷、竹内章人、１０番、中野、新戸和夫、

１１番、今里、守屋福夫、１２番、杉久保、金指満、１３番、本郷、二見

務、１４番、一般公募、大矢美知子、以上の議席番号を原案として発表い

たしますので、よろしくご審議願います。 

 なお、農地利用最適化推進委員の皆さんの議席番号には変更はございま

せん。 

【議  長】  事務局から発表がありました。 

 変更点は、私が今の２番から１番へ、11番委員が今の１１番から２番

へ、海老名市農業経営生産対策推進会議から中立委員として推薦されてい

る１番委員が、今の１番から土地改良区の次に入って５番、今の５番から
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１０番までの方が１つずつ後ろにずれると、移動するということです。 

 質疑、意見のある方はどうぞ。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、採決に入ります。 

 ５月以降の議席番号について、事務局原案どおりにすることに賛成の方

の挙手を求めます。 

          （挙 手） 

【議  長】  挙手全員であります。よって、そのようにさせていただきます。 

 事務局長が発言を求めておりますので、これを許可いたします。 

【事務局長】  ご決定、ありがとうございます。今の議席番号、１番から１０番まで

の方は、次回の定例総会から、新しい席札の席に着席を願います。委員名

簿の議席番号も変更になりますので、後日お配りをさせていただきます。 

【議  長】  それでは、議案書に戻って、１６ページ、６．そのほか、法に基づく

許認可等の審議によらない案件の（１）農地造成工事施工届出書について

を案件といたします。 

 受付番号２について、事務局から説明をお願いいたします。 

【主幹兼係長】  農地造成は、農地の切土、盛土等によって農地等の形質を変更する

ことを言いますが、海老名市では、軽易な農地造成を行う場合には、海老

名市農地造成工事指導要綱に規定する届出を出していただくこととしてい

ます。具体的には、1,000平米以下で、高さ１メートル以下の盛土、切土

であって、耕作の中断期間が３か月以下のものについてがこの手続の対象

です。 

 受付番号２、申請地は、中河内字■■■■■■■、現況地目、田、登記

簿地目、田、■■■平米、農用地区域内の田です。土地所有者は、中野■

■■■■■■■■、■■■、施工業者は、綾瀬市吉岡■■■■■■、有限

会社■■■■、代表取締役■■■■です。申請地を畑として利用するため

の田から畑への盛土の届出です。盛土は、綾瀬市吉岡の圃場の土を使いま

す。申請地の地図は資料８－１、資料８－２には造成計画図をお配りして

おります。 

 ８－２をご覧ください。平面図です。上が北、下が南でございます。南
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の道路側から■■■番の農地から出入りし、及び土の搬入を行います。■

■■番の現況は、■■氏の所有する田んぼですが、将来的にはこちらも畑

にして、広い面積での耕作を希望しており、造成土の手配等が整い次第、

こちらの申請も行いたい希望があります。右側半分、近隣農地に関する部

分ですが、上の図、ＡＡ’断面図にあるように、東側の農地、これ、実際

はハウスなのですが、３０度ののり面で処理します。こちらは隣地のハウ

スの方とも了承済みということです。西側農地に対する対策は、断面図に

あるとおり、隣地の境界線に鋼板土留めを行い、処理します。北側の市道

及び水路への対策ですが、資料８－２の右半分下のＢＢ’断面図にあると

おり、境界線となる水路の内側に鋼板土留めを行い、流出を防ぐ処理をす

るという計画です。盛土の高さは道路面から３０センチ以内となる予定で

す。それぞれ隣地の同意も得ており、特に問題ないと思われます。 

【議  長】  地区委員の意見をお伺いいたします。17番委員。 

【17番委員】  申請人の■■さんは、農地造成をしたところにビニールハウスを建て

たいという計画で申請されたものでございます。今、事務局のほうから説

明がありましたとおり、隣地境界については、隣地の所有者と協議をされ

まして、また、土地の形状を考慮して、鋼板土留めと、それから、のり面

３０度での施工が同意されたということでございますので、特に問題ない

と思います。 

【議  長】  それでは、受付番号２について、質疑のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、受付番号２の届出は承認としたいと考えますが、

ご異議ございませんでしょうか。 

       （「異議なし」の声あり） 

【議  長】  異議なしと認めます。よって、承認といたします。 

 次に、議案書１７ページ、（２）農地の使用貸借権の解約についてを案

件といたします。 

 受付番号３について、事務局から説明をお願いいたします。 

【主幹兼係長】  受付番号３、届出地は、社家字■■■■■■、現況地目、田、登記

簿地目、田、■■■平米、貸人は、社家■■■■■■、■■■■■、借人
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は、本郷■■■■■■、■■■、農用地利用集積計画作成により行われて

いた田んぼの使用貸借の解約になります。合意による解約を令和３年４月

１０日に行い、農地の引渡しについては令和３年４月３０日に行うという

届出内容になっております。この農地につきまして、事務局で４月１２日

に現地調査を行いまして、農地として適正に管理されていることを確認い

たしましたので、特に問題ないと思われます。 

【議  長】  それでは、受付番号３について、質疑のある方。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、受付番号３の解約は承認としたいと思いますが、

ご異議ございませんでしょうか。 

       （「異議なし」の声あり） 

【議  長】  異議なしと認めます。よって、承認といたします。 

 次に、議案書１８ページから２１ページ、（３）農地転用届出による専

決処分についてを案件といたします。 

 農地法第４条の受付番号１２から２０の９件、５条の受付番号５から１

１の７件について、事務局から一括して説明をお願いいたします。 

【主幹兼係長】  農地を転用する場合、転用目的で権利を設定、移転する場合には、

原則として県知事の許可を受けなければならない旨、規定されています

が、市街化区域内の農地をあらかじめ農業委員会に届け出て転用する場合

には、許可を要しないこととなっています。それを定めているのが農地法

第４条第１項第８号と農地法第５条第１項第７号です。 

 議案書１８ページを御覧ください。農地法第４条第１項第８号の規定に

よる届出です。届出期間につきましては、令和３年３月１日から３月３１

日までの間に届出がされたものです。受付番号１２から２０の９件で、

田、４７２平米、畑、3,833平米、合計、4,305平米です。 

 続きまして、議案書の２０ページをご覧ください。農地法第５条第１項

第７号の規定による届出です。届出期間につきましては、令和３年３月１

日から３月３１日までの間に届出がされたものです。受付番号５から１１

までの７件で、田、０平米、畑、2,020平米、合計、2,020平米です。これ

らにつきまして、専決処分で受理したことを一括して報告いたします。 
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【議  長】  ただいまの説明にあった転用届出について、一括して質疑をお受けい

たします。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  ないようですので、一括して承認としたいと思いますが、ご異議ござ

いませんでしょうか。 

       （「異議なし」の声あり） 

【議  長】  異議なしと認めます。よって、承認といたします。 

 次に、７．その他について、委員の皆様から何かございますでしょう

か。 

         （「なし」の声あり） 

【議  長】  それでは、事務局から何かございますか。 

【事務局長】  ありません。 

【議  長】  ないようですので、本日の定例総会は終了いたしました。長時間、あり

がとうございました。 


